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(6) 長谷川秀男「フランスの下請制と下請政策の新展開J (W商工金融』第27巻 7 号， 1977) 
(7) Rothwell, R. & Zegveld, W. , Innovation and Small and Medium Sized Firm一一Their Rola 


















タリア」の中心部であり，彼の表現によれば， r中核経済 (economia centralめをなす，大
規模企業中心の経済である。生産単位の結合が典型的にみられる生産構造をもち，大規模な中
核企業をとりまいて多数の衛星企業が存在する。 r南部・島部j (従来の「南イタリアj) は，
「限界経済 (economia marginale) であり，地域からの影響を絶えず強く受けてきた地域で、
ある。少数の大企業と多数の手工業・小企業が相互に関連なく並存しており，経済の活力は極
めて乏し lハ。さらに， r中部・北東部」は「周辺経済 (economie periferica)j であり，手工
業や中小企業を中心として自立的発展を遂げ、た地域である。この地域は，新らしい三分法のも































12 ラツ 4 オ









って，手工業や中小企業を軸として自立的発展をとげた地域 (í周辺経済」・「第 3 のイタリア」
=中部北東部〉であったのは云うまでもない。これは，わが国の研究者達が，昭和10年代以降，
「下請制工業」の問題を，わが国の中小企業問題を集中的にあらわしているとして大きく取り

































(9) Cori, B. , Le piccole e medie industrie in Italia--Aspetti territoriali e settoriali, Fondazione 
Agnelli Quaderno 34, 1979, pp.19 ,,-,20. 
(10) Bagnasco, A.,“Tendenza della piccola impresa e specifit? regionaleぺ Capecchi et al., 
La Piccola lmpresa nell' Economia Italiana, 1978, pp.139,,-,143. 
































(12) Bagnasco, A. , Tre Italie, il Mulino, 1977, pp.185，，-， 187. なお，例えば， M ・ J ・ピオーレや
C.F ・セイベノレも，中小規模企業が核となる「拡散型工業化」を実現させた地域として， r第 3 の
イタリア」に注目している。 M.J. Piore & C.F.Sabel, ltalian Small Business Development; 
Lessons for U.S. Industry Policy, J.Zysman & L.Tyson ed. , American Industry in Internaｭ
tional Competition, Ithaca, Comell U.P. 1983, pp.391"-'421. 
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50 1∞ 150 km 。
(注) Vera Zamagni, The Economic History of ltaly 1860-1990-Recovery after 
Decline, Clarendon Press Oxford, 1993, p.353 
臨調金 属: Carmagnola C ピエモンテ) Rivarolo Mantovaro C ロンバノレディア〉
機 械: SuzzaraC ロンパノレディア) Novellara Cエミリア・ロマーテャ〉
Cento Cエミリア・ロマーニャ) Copparo Cエミリア・ロマーニャ〉
電材・エレクトロニクス: Conegliano C グェネト) Gaustalla Cエミリア・ロマーニャ〉
~ 繊 維: Urgnano C ロンパノレディア) Quinzano d'Oglio C ロンパノレディア〉
Asola C ロンバノレディア) Carpi Cエミリア・ロマーニャ) Prato C トスカーナ〉
衣 料: Oleggio C ピエモンテ) Manerbio C ロンバノレティア) Pontevico C ロンバノレディ
ア) Verolonud C ロンパルディア) Ostiana C ロンパノレディア) Noventa Veceｭ
ntina Cベネト) Piazzela sud Brenta Cベネト) Adria Cベネト) Porto Tolle 
(ベネト) Mondobfo Cマ Jレケ) Urbapia Cマノレケ) Corinardo C マノレケ〉
F.ilottrano Cマノレケ) Roseto degli Abruzzi Cアプノレッツィ〉
Castelfiorentino C トスカーナ) Empoli C トスカーナ〉
革: Arzignano Cベネト) Santa Croce sull' Arno C トスカーナ〉
革: Tolentino Cマノレケ〉
朝~ : San Giranmi Ilarione Cベネト) Pieve di Sacco Cベネト) Civitonova Mare-
he C マノレケ) Fermo Cマノレケ) Grottazzolina Cマノレケ) Montefiore dell' Aso 
〈マノレケ) Montegranaro Cマノレケ) Monte San Pietrangeli Cマノレケ) Torre 
San Patriz Cマノレケ) Lamporrechio C トスカーナ) Montecatini Terme C ト
スカーナ〉
rEil 木製家具: Viadana C ロンバノレディア) Bovolone Cベネト) Cerea Cベネト) Nogara Cベ
ネト) Motta di Livenza Cベネト) Oderzo Cベネト) Montagnana Cベネト〉
Sacile Cフリユーロ・ベネツィジュリア) Modigliana Cエミリア・ロマーニア〉
Saltara Cマノレケ) Poggibonsi C トスカーナ) Sinlunga C トスカーナ〉
圏雲罰 陶芸品: Sassualo Cエミリア・ロマーニャ) Casalgrande Cエミリア・ロマーニャ〉
玩 具: Canneto sull' Oglio C ロンパノレディア〉



















毛織物産地として名高いプラートは， トスカーナ州の州都フィレンツェから北西約 20krn 
に位置し，プラートを中心とするカンタガルロ (Cantagallo)，カノレミニャーノ (Carrnigna­
no)，モンテムルロ (Monternurlo)，ポッジォ・ア・カイアーノ (Poggio a Caiano)，ベルニ
オ (Vernio)，パイアーノ (Vaiano) の 7 つの市町村からなっている。
1951年以降の30年で人口はほぼ倍増し (212， 000人)， 1985年の産業構造(就業人口別)は，
農業1. 2%，工業63.0% (就業者56， 000人のうち繊維産業約50， 000人)，第 3 次産業35， 8%であ
った。
プラートは，周知のように，硫毛生産の世界的センターであり， 1982年の硫毛糸生産は， 80 




プラートの第 2 次大戦後の発展はめざましく， 1951年'"1981年の聞に，繊維産業の従業者




(13) Carlo Trigilia, Il distretto industriale di Prato, Regini, C. e Sabel, C.F. ed. , Strategia di 
Raggiustamento Industriale, il Mulino, 1989. 
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一人当り可処分所得は全国平均をこえ (830万リラ・全国750万リラ)， 1950年代から 1981年







比率が 5% と相対的に高いうえに，独立労働者(家族従業者に支えられた手工業者)が25% も
存在しているのがこれである。全就業者との比率でみても，プラートの工業部門の独立労働者
比率は， 1971年19%， 1981年16% となっており，同年手工業者の多いといわれているトスカー


































































をもちうる「生産構造」として， I分散的生産モデノレj = Iフレグシプルな生産システム」を
選択した結果であった。
このような「生産構造のフレクシピリティー」の構成要素として， C. トリジリアは，次の
三点をあげている。すなわち，①専門化の利益 (Economie di specializzazione)，②企業間
関係の利益 (Economie di transazione relative ai rapporti tra imprese)，③企業・労
働者関係の利益 (Economie di transazione nei rapporti tra imprese e lavoratori) が
これであり，これらは，互いに密接に関連しているが，それぞれ，いわば「集積の利益 (Eco・
















(16) lbid., pp. 290""'298. なお，①は経清学的分析になじみやすい性格のものであるが，②及び③は，
どちらかというと，社会学的な性格をもっている。
(17) Piore, M. J. & Sabel, C. F., The Second lndustrial Divide, New York, 1984. なお，清成
忠男民は，これを， ，伸縮的専門化J (前掲書)，岡本義行氏は， ，弾力的特化J (，イ夕日ア中小企
業の盛衰から学ぶ一一繊維の町プラトー，再生への挑戦」エコノミスト 1990年11月 6 日〉と呼んでい
る。
(18) Brusco, S. , Small Firms and lndustrial Districts: the Experience of Italy, D. Keeble & 














































































































































小さな手工業企業が主として使用し，その平均従業員規模1. 65名，織機 2 台未満であるうえに，事業
者の高令化が顕著であった。
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(25) なお，ここでは十分検討Lえていないが， í生産のフレクシピリティーJ，ひいては， í労働のフレ

































政策的にも期待を集めてきている，専門的中小企業相互の iflexible specializationJ のー形
態としての「異業種交流」の問題や，各地の「地場産業」の問題一一特に，産地問屋と中小製
造業者の関係一ーなどを考えるうえで，一つの貴重な資料を示していると思われる。
(26) Trigi1ia. C., op. cit. pp. 321 ,,-,327. 
(27) 岡本義行「前掲論文J 101"-'102頁。
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